	会議の結果

	件　　　名
	令和７年度田辺市社会教育委員会議　第４回定例会

	日　　　時
	令和７年12月18日（木曜日）10時00分～11時10分

	場　　　所
	田辺市役所　１階多目的ホール１

	
	○社会教育委員
出席者10名：　尾崎委員、加藤委員、桐本委員、小山委員、中根委員、西川委員、
松場委員、宮本委員、森下委員、柳川委員
欠席者３名：　九鬼委員、久保委員、砂野委員
○事務局７名：　野田教育長、狼谷教育次長、那須生涯学習課長、大西生涯学習課参事、
谷本生涯学習推進係長、橘公民館係主事、小出生涯学習推進係主査



１．開会　教育長挨拶

２．議長挨拶

３．説明事項・報告事項 　
（１）田辺市20周年記念「田辺市生涯学習フェスティバル」及び田辺市社会教育功労者表彰について
（２）第68回関西実業団対抗駅伝競走大会の結果について
（３）田辺市20周年記念事業「SOMPOボールゲームフェスタin田辺」について
（４）田辺市20周年記念事業「アクロバティックフェスティバル 兼 第６回SW日本大会」について
（５）田辺市20周年記念事業「市民ウォーク」について
（６）第100回新春初泳ぎ・第42回初漕ぎについて
（７）第52回新春田辺長距離走大会について
（８）第４回田辺市民駅伝交流大会～弁慶ＲＵＮ～について
（９）文化振興課行事予定について
（10）南方熊楠顕彰館行事予定について
以上の項目について、事務局より一括して説明及び報告を行った。

【質疑応答・主な意見等】
　　　Ａ委員：第100回新春初泳ぎに関して、水泳協会から依頼があり、紀伊民報の方で昔の記事を発掘してパンフレットを作成した。200部程度しかないらしいが、当日、現場で配布するので見てもらえると嬉しい。その縁で、正月号の紙面でも初泳ぎを取り上げる予定で、ドローンを飛ばす許可も得ている。せっかくの機会なので、見学だけでも来てもらえるとありがたい。

４．協議
（１）人材育成事業企画部会について
[bookmark: _Hlk104461142]資料に基づき事務局より説明を行い、協議の結果、資料に記載のとおりの方向性で進めていくこととした。
特に、一般公開講座については、翌週に予定している講師との打合せを踏まえ、広報・周知に向けた資料を整えていく必要があることから、次回の人材育成事業企画部会において協議を行うこととした。

【質疑応答・主な意見等】
Ｂ委員：高校出張講座のアンケートについて、事務局から説明もあったが、本当に細かくそれぞれの生徒が回答してくれていたので、驚きながら読ませていただいた。以前、感想を書くのは書けるみたいな話もあったが、本当に生徒が感じたことを率直に書いてもらえたという印象を持っていて、今回も実施して良かったと感じている。ある生徒が講師の言葉に対して、ひねくれた感想で申し訳ないが、お金持ちの方の話だなと思った、否定されているようで少し悲しかったという回答があった。このように、聞いたことに対して自分の考えを書ける生徒がいることを嬉しく思うとともに、とても良い文章だと感じた。
副議長：講師の組み合わせがどうなるかと思っていたが、今回の感想を見てすごく良かったと思った。柔らかく優しく語る甲斐さんと、刺激強めに批判し続ける金丸さんだったが、それぞれの言葉に響いてもらえたし、講師の言葉に対して自分の意見を述べてくれたのも良かったと思う。手前味噌ながら、良い場を作れたと感じている。
Ｃ委員：中学校出張講座に関して、40分のディスカッションは長いように感じる。
議長：ディスカッションしただけで終わるとやりっぱなしになるので、グループで議論したことの簡単なまとめは各グループから発表してもらうことになるとは思うが、後藤先生の采配でもあるので、事務局において予め確認いただきたい。また、講演の時間設定一人20分というのが、短くないかと少し気になる。
Ｂ委員：中学校２年生で３種類の内容を60分聞くと十分だと思う。それ以上となると、整理がつかなくなる生徒もいるように思う。　
議長：参加者アンケートは次回議論するという認識でよいか。
　事務局：事業実施が２月24日（火）で、１月に人材育成事業企画部会と定例会も予定しているので、そこで協議したいと考えている。先ほど、時間設定に係る意見もあったが、後藤先生との話の中で、神島屋に参加している生徒にも登壇してもらって、グループディスカッションなし、講演２コマでの実施案も出たので、那須先生に確認したところ、２時間ずっと講演を聞くというのは生徒も大変なので、前半講演、後半グループディスカッションとした方が効果的じゃないかという話をいただいた。そうしたことも踏まえ、現状の設定としている。
議長：生徒に来てもらえたら、グループディスカッションに入る可能性もあるか。
　事務局：現状、生徒が来る想定になっていないので、生徒の状況にもよるが、必要であれば生徒にも参加してもらえるよう、後藤先生や那須先生と調整を進めたい。
議長：一般公開講座に関して、今回、講演とパネルディスカッションという構成だが、グループに分かれて参加者がディスカッションする場は必要ないか。
Ｄ委員：内容次第だと思う。自分たちが何を聞きたいか、参加者に何を伝えたいか、講師が何を伝えたいかにもよるので、翌週の相手方との打合せでそれらを明確にした上で、グループディスカッションが有効な手法であれば導入すれば良いと考えているが、聞いてもらうことがメインであればそのままで良いと思う。
議長：相手方との打合せ次第というところで流動的な部分もあるが、会場は何時まで使用できるか。
事務局：19時まで確保しており、その後も使用予定はないのである程度柔軟に対応できるかと思う。
議長：相手方との打合せを踏まえて検討する部分が多いので、次回の人材育成事業企画部会で固めることとし、講座のタイトルやチラシのデザイン等は次回までの宿題としたい。

５．その他
　　　（１）第５回人材育成事業企画部会及び第５回定例会の日程について
　　　　・標記について、下記のとおり開催する旨、事務局から連絡を行った。
　　　　　　第５回人材育成事業企画部会
　　　　　　　日時：令和８年１月19日（月）午前10時～　　会場：田辺市役所１階多目的ホール１
　　　　　　第５回定例会
　　　　　　　日時：令和８年１月26日（月）午前10時～　　会場：田辺市役所２階大会議室
　　　（２）市民活動センター整備方針検討委員会の状況報告について
　　　　・標記について、社会教育委員会議から参加しているＥ委員及びＤ委員から現状及び今後の方向性について報告があった。

６．閉会　副議長挨拶
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